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 去る 4 月 11 日にサンシップとやまの会場にて、富山県・富山市の後援を得て今

回の企画を行いました。当日、45 名の参加者がありました。 
内容としては、お二人の方にご講演を頂きました。一人目は「障害のある人の

人権を尊重し県民皆が共にいきいきと輝く富山県づくり条例」について、富山県

障害福祉課（係長）杉田 尚美氏にお話しを頂きました。お二人目は「障害者差別

をなくすための千葉県条例」に関わってこられた経験から）ということで、毎日

新聞論説委員の野澤和弘氏からお話を伺いました。 
富山県障害福祉課（係長）杉田氏から、この間の「国連の障害者権利条約」の批

准に至る経過や国の「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」等が成立

の流れ、そして各自治体で「障害者差別解消法の条例」が制定されてきている経緯

などについて話されました。富山県でも議会で「障害のある人の人権を尊重し県民

皆が共にいきいきと輝く富山県づくり条例」が可決され、来年の 4 月から施行され

るこの条例について課題及び新着状況について話されました。 
 毎日新聞論説委員の野澤氏から、当時「千葉県障害者差別をなくすための研究

会」の座長を務めておられ、その中で障害者委員との出来事ややり取りを紹介しな

がら同条例制定までの苦労話を話されました。野澤氏自身が知的障がい児の親でも

あり息子さんの話も交えながら話されました。私が一番残った話しは、聴覚障害者

の集まりに呼ばれて行き、手話通訳がいるのは野澤さん一人であったという話しを

聞いて、私は外国に行ったときのことを思い出していました。環境や立場性が変わ

れば、合理的配慮というものも変わるんだと思いました。また、持っている障害が

違えば障害者差別と感じることや何を不便と感じるかの違いもあり、そのことは合

理的配慮というものも違ってくることになります。野澤さんは条例を作っていく中

で障害による様々な問題をもっとザックバランに出し合いながら、包括的にすべて

の障害者を含む差別を無くしていくための条例を作っていくことを行政からではな

く、下から積み上げていくことが必要だといわれていました。 

 条例で一番たいせつなのは、条例の対象者が条例に何を望むのか、何を差別とし

て感じ、何を禁止してほしいのか。また、合理的配慮というものをどう捉え、どう

考えていくのか。一方的に考えられて、「これが貴方たちにとっての合理的配慮で

「障害者差別解消法県条例・学習会」 企画 

テーマ：「障害者の人権におけるバリアフリーをめざす富山」 
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す」といわれても合理的「配慮」が「排除」に繋がるものにもなる恐れも出てくる

かもしれないと思いました。 

 さらに今は障害者の範囲も広く、ザックバランにいろんな障害を持った人たちが

様々な意見を出し合いながら相互間の理解を深めながら条例の内容を深めていくこ

とが大切ではないだろうか。 

 

４月１１日の企画を終えて 

 今回の企画に参加して下さった方々は、障害を

お持ちの身体・知的・視覚・聴覚・精神の人たち

や福祉関係で働く方々及ぶ他業種で仕事をしてお

られる方々も多く参加されていました。アンケー

トを取らせて頂きましたが、「このような企画をもっとしてほしい」という要望が

多くありました。また、もう一度同じ企画を行ってほしいという要望もありまし

た。野澤さんからもいわれていたように、いろんな人たちが気軽に話せる場が必要

だと思いますし、自分以外の障害者の人たちの意見を知ることも大事ですし、障害

を持っていない人たちにも知って頂ける機会になると思いました。（平井誠一） 

 

4 月 11 日に「障害者差別解消法県条例・学習会」を企画し、講師には富山県障

害福祉課（係長）杉田 尚美氏と毎日新聞論説委員の野澤和弘氏をお招きしまし

た。当日 45 名の参加者が集まり充実した学習会になったと思います。お 1 人目の

杉田氏からは富山県が全国で 10 番目に条例が可決され、来年の 4 月までに条例の

中身を詰めていくという話でした。これからガイドラインができたり、相談員の

体制や地域協議会に関して話が進められていく中で、どのように条例を活用でき

るかが課題になってくると思います。お二人目の野澤氏からは知的障害の息子の

親の立場と障害者差別をなくすための千葉県条例に関わってこられた体験をもと

に話を伺いました。様々な話題が組み込まれた講演の中で私が印象に残ったこと

が『雇用と教育の合理的配慮』の話でした。野澤氏の視察の話でも数々の事例が

ありましたが、昔からある雇用と教育現場の差別はまだまだ人の心も環境もバリ

アフルです。野澤氏の言葉の中にありましたが、「空気や人の心を変える条例が

必要」であり「条例は障害者の存在意義を広めていくチャンス」であるというこ

とで来年施行される法律や条例が障害のある人にもそうでない人にも知って頂い

て互いに推し進めていける機会が必要ではないかと思いました。（八島梨花） 



 
 第三種郵便物承認　ＨＳＫ（遊ぼうよＮｏ．77）　通巻4087号　2015年6月10日発行

 

4 
 

１泊２日で体験室を利用！ 
 

※昨年 12 月、富山市内の大学に通学している学生さ

んが 1 泊 2 日で体験室を利用されました。現在はご自

宅で暮らしておられますが、いずれ親元を離れて暮ら

すため、今回の体験となりました。以下は､その際の記

録です。 

 

＜ご本人の感想＞ 

今回、初めてこのような体験をさせて頂き、様々な発見や教訓を得ることが出来

ました。普段あまり利用しない公共交通機関や経験の浅い食材の買い出しと自炊な

ど、自宅での生活では体験できないことが出来ました。この体験を通して、自立生

活を将来していくにあたって今の自分に不十分な力や、今後考えていく必要がある

課題が理解出来ました。 

＜体験後の聞き取りから＞ 

 カラオケに行ったり、いろんな体験が出来てうれしか

ったそうですが、買い物に行った時は道に迷ってしまわ

れたそうです。また、体験時期が雪降る寒い時期だった

ので防寒対策をもっとしたらよかったと思われたそうで

す。 

写真は、富山市の中心部にあるグランドプラザへ路面

電車を使って出かけてみるところ。41 号線の歩道の一

部は融雪されているのですが、路面電車の乗り場は幅が

狭く、更に積雪のため、

センターのスタッフが乗車だけお手伝いしまし

た。乗車後は、どこで降りたらいいのかを他の乗客

に聞いて､降車時は運転手さんが手伝ってくれた

そうです。 

（※体験室の利用を希望される方はご相談くださ

い。スタッフと一緒に計画を立てましょう。） 
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富山市内

障害者プラザ

富山市内

基幹相談支援室

富山市役所

りーぶる事務所

高志支援学校

高志支援学校

富山市内

富山市内

高志ワークホーム

障害者プラザ

高志ライフケアホーム

りーぶる事務所

富山市内自宅

富山市役所

りーぶる事務所

富山国際会議場

富山市内

富山市保健所

富山市内

このゆびとーまれ

りーぶる事務所

富山市内

基幹相談支援室

富山市内

サンシップとやま

富山県民会館

富山市内

高志ワークホーム

高志ライフケアホーム

りーぶる事務所

富山市保健所

りーぶる事務所

白山市民交流センター

　２月　１日（日）

　２月　３日（火）

　２月　４日（水）

　２月　５日（木）

　２月　５日（木）

　２月　６日（金）

　２月　６日（金）

　２月１３日（金）

　２月１４日（土）

　２月１６日（月）

　２月１７日（火）

　２月１７日（火）

　２月１８日（水）

　２月２０日（金）

　２月２０日（金）

　２月２４日（火）

　２月２５日（水）

　２月２６日（木）

　２月２８日（土）

　３月　２日（月）

　３月　４日（水）

　３月　６日（金）

　３月　６日（金）

　３月　８日（日）

　３月１１日（水）

　３月１４日（土）

　３月１５日（日）

　３月１６日（月）

　３月１６日（月）

　３月１７日（火）

　３月１８日（水）

　３月１８日（水）

　３月１８日（水）

　３月１８日（水）

　３月１９日（木）

　

送迎

富山市内相談支援事業者連絡会

送迎

専門ワーキング出席

福祉有償運送運営協議会

事務局会議

高志支援学校評議会

ケア会議開催

送迎

送迎

出張ピアカン開催

相談支援ワーキング

出張ピアカン開催

事務局会議

ケア会議開催

第３回自立支援協議会

理事会

ケア会議開催

送迎

ケア会議開催

送迎

ケア会議開催

事務局会議

送迎

専門ワーキング出席

送迎

富山県相談支援専門員協会設立総会

専門コース別研修

送迎

出張ピアカン開催

出張ピアカン開催

ケア会議開催

ケア会議開催

ケア会議開催

第７回講師派遣「ガイドヘルパー」

自立生活支援センター富山の主な動き

〈この間の活動報告〉

－５－
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ＡＯＳＳＡ

富山市内

りーぶる事務所

りーぶる事務所

りーぶる事務所

高志リハビリテーション病院

りーぶる事務所

富山市内

富山市内

サンシップとやま

高志ライフケアホーム

りーぶる事務所

高志ライフケアホーム

富山市内

富山市内

県民会館

高志ワークホーム

りーぶる事務所

富山市内

障害者プラザ

りーぶる事務所

富山県生活協同組合本部

りーぶる事務所

りーぶる事務所

富山市内

基幹相談支援室

りーぶる事務所

富山市内

富山市内

高志ワークホーム

障害者プラザ

りーぶる事務所

富山県民会館

　３月２０日（金）

　　～２１日（土）

　３月２３日（月）

　３月２５日（水）

　３月２５日（水）

　３月２７日（金）

　４月　１日（水）

　４月　３日（金）

　４月　３日（金）

　４月　４日（土）

　４月１１日（土）

　４月１５日（水）

　４月１７日（金）

　４月１７日（金）

　４月１９日（日）

　４月２０日（月）

　４月２０日（月）

　４月２１日（火）

　４月２１日（火）

　４月２２日（水）

　４月２２日（水）

　４月２８日（火）

　４月３０日（木）

　５月　７日（木）

　５月　８日（金）

　５月　９日（土）

　５月１２日（火）

　５月１５日（金）

　５月１７日（日）

　５月１８日（月）

　５月１９日（火）

　５月１９日（火）

　５月２２日（金）

　５月２３日（土）

ＪＩＬ中部ブロック研修

送迎

ケア会議開催

ケア会議開催

事務局会議

ポストポリオの会議

事務局会議

送迎

送迎

学習会「障害者の人権におけるバリアフリーをめざす富山」開催

出張ピアカン開催

事務局会議

ケア会議開催

送迎

送迎

ケア会議開催

出張ピアカン開催

ケア会議開催

送迎

相談支援ワーキング出席

事務局会議

第１回講師派遣｢人権におけるバリアフリー」

理事会

事務局会議

送迎

専門ワーキング出席

事務局会議

送迎

送迎

出張ピアカン開催

グループスーパービジョン

事務局会議

総会

－６－
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「北 陸 新 幹 線 に 乗 車 し て」 
富山生きる場センター 

 大石 晃 

 

 ５月 15 日から 17 日まで東京に北陸新幹線に

乗って行きました。新幹線の出入り口は、ホー

ムとの間の段差もあまりなくスムーズに乗車す

ることができました。座席は車椅子席と言われ

る場所で、その座席と前の座席とのスペースが

一般の座席よりも少し広いので、車椅子から座

席に自分で移動が可能な方も、介助が必要で座席に座る方も移動が以前の

はくたかよりもしやすいと思います。 

それから、座席に移動出来ない方のために車椅子のままで乗れるよう

に、通路側の座席に固定するフックが付いて

います。それを車椅子に固定するのだと思い

ます。しかし、私が思ったのは、車椅子を固

定してしまうと通路が狭くなって他のお客さ

んや車内販売のワゴンなどが通りづらくなる

のではないかと感じました。難しいかもしれ

ませんが、もう少し回りのことも考えて座席

やスペースを作ってもらいたいと思いました。 

トイレは、一般のトイレが２つで、多目的トイレが１つありました。今

回、私は使用しなかったので、あまり詳しく説明はできないのですが、ひ

とつ言えることは、手動の車椅子だとゆとりをもって使用できると思うの

ですが、電動車椅子だと大きさにもよりますがそ

のスペースで動きやすいものと動きにくいものが

ありそうだなあと感じました。座席と同じよう

に、どんな人でも利用しやすくなればいいと感じ

ました。 

新幹線は、音は静かで乗り心地も快適でした。 



※
　
ス
タ
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フ
か
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言
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暑
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が
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で
し
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か
。
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も
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梅
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す
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雨
を
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し
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夏
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の
か
な
」
と
喜
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大
き
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り
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で
す
。
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下
さ
い
ま

せ
。
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内
）
　

　
　
　

　
編集人：特定非営利活動法人
　　　　自立生活支援センター富山
連絡先：〒930-0024
　　　　富山市新川原町5-9
　　　　レジデンス新川原１Ｆ
　　　　tel　076-444-3753
　　　　fax　076-407-5557
郵便振替:00700-5-47253
　　　　自立生活支援センター富山
発行人：北陸障害者定期刊行物協会
　　　　富山市今泉312番地
定　価：90円
年間購読料：360円
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　日頃から私たちの活動にご理解、ご協力をいただきありがと
うございます。今回の機関誌に会費納入用の振込用紙を同封さ
せていただきました。既にご入金いただいた方には失礼ご容赦
ください。
　去る５月23日に開催された法人総会では、参加者から相談者
側の課題だけでなく、自分たちの課題をまとめてはどうか。計
画相談だけでなく幅広く課題に取り組んでほしい。65歳になっ
た障害者は介護保険になると富山市の場合はどうなるのか等、
意見・質問が出されました。
　いろいろな意見を参考に、今後も自分たちの視点を大切にし
て活動を続けていきたいと考えております。今後ともおつきあ
いの程、宜しくお願いします。（文責　田中）
　
　

5月23日開催された総会の様子


